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機能

■ PCI-SIG （Peripheral Component Interconnect Special Interest Group）のPCI ローカ
ル・バス仕様書に完全準拠。

■ アルテラ FLEXÒデバイス・アーキテクチャに最適化。
■ 多様なタイプの周辺デバイスに適応したフレキシブルなPCIバス・インタフェース。
■ 132 Mバイト／秒までのバースト・モードに対応可能。
■ ライト・アクセスを高速化する内部ライト・バッファ。

概要

PCIバスはプロセッサに依存せず、132Mバイト／秒までのデータ転送を可能にする高性
能システム・バスです。PCIバスを採用することによって、マルチ・プロセッサ・アー
キテクチャや自動システム・コンフィギュレーションのような先進機能をサポートする
ことが可能になります。ただし、プログラマブル・ロジック・デバイス（PLD）にPCI
インタフェース機能を実現するときには、PCIバスの厳しいタイミング仕様を満足して
いる必要があります。

Eureka Technology社が提供するPCIバス・ターゲット・メガファンクションは、複雑な
PCIバス・システムとユーザ周辺回路との間にあるギャップを埋めるものとなっていま
す。ほとんどの周辺デバイスでは、データ転送に単純なリード／ライト・バスが採用さ
れているため、このメガファンクションは効率的なユーザ・バスを採用して、あらゆる
周辺デバイスとの直接接続が可能になるようにしています。また、このメガファンク
ションは自動的に全てのPCIバス信号を生成、または受信することができます。図1を
参照して下さい。

図１　PCIバス・ターゲット・メガファンクションと周辺デバイスとの接続
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機能説明

このPCIバス・ターゲット・メガファンクションでは、多様なデータ転送特性を持つ周
辺デバイスをサポートするために、3種類のバス・オプションが用意されています。こ
のメガファンクションの各ユーザ・バス・オプションでは、周辺デバイスのバス・デー
タ幅とユーザ・バスのデータ幅を合わせるために、データをバイト単位に組立、分解す
る機能が提供されています。3種類のバス・オプションの概要を以下に示します。

■ 同期型ユーザ・バス。このバスは486ベースのPCシステムで採用されています。す
べての転送はシステム・クロックに同期化され、周辺デバイスはデータ転送中の任
意のタイミングでウエイト・ステートを挿入することができます。

■ FIFO（First-In First-Out）バッファと直接インタフェースされているユーザ・バス。
FIFOのフルまたはエンプティの信号が検出されない限り、通常のデータ転送ではゼ
ロ・ウエイト・ステート転送が要求されます。
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■ ISA（Industry-Standard Architecture）バス・デザインに類似したユーザ・バス。デー
タ転送はシステム・クロックに同期させる必要がありません。32ビットよりも狭い
バス幅で使用されるモードです。

このメガファンクションには、ユーザ・バス上の書き込み速度を向上させる32ビットの
ライト・バッファが含まれています。データがこのメガファンクションのライト・バッ
ファに書き込まれるのと同時にバス上でのデータ転送が完了し、バスが他のライト動作
が可能になります。周辺デバイスは、書き込み動作を完了させるために要求されるク
ロック・サイクル数はバスの性能に影響を与えません。

PCIバスの仕様では、システム・ソフトウェアが自動システム・コンフィギュレーショ
ンを実行できるようにするため、すべてのターゲットにコンフィギュレーション・レジ
スタを内蔵させることが要求されています。ただし、システムがこのレジスタをアクセ
スするためには、特殊なコンフィギュレーションが必要になります。このメガファンク
ションにはすべてのコンフィギュレーション・レジスタが内蔵されており、周辺デバイ
スによる特別な処理を実行させることなく、すべてのコンフィギュレーション・サイク
ルを自動的に実行します。表１は必要なコンフィギュレーション・パラメータを示した
ものです。

性能

PCIバスは高帯域のデータ転送を可能にします。このメガファンクションでは132Ｍバイ
ト／秒までのデータ転送が可能です。初期設定後、周辺デバイスとPCIバスとの間でゼ
ロ・ウエイト・ステートのデータ転送が可能になります。速度の遅い周辺デバイスが使用
されている場合は、遅い周辺デバイスの性能に合わせてウエイト・ステートが挿入する必
要があります。表2はPCIバスを実現したときのデバイスの使用効率を表したものです。

Device ID 16 bits ユーザ

Vendor ID 16 bits PCI-SIG

Class code 24 bits ユーザ
Revision ID 8 bits ユーザ

Address range ‐ ユーザ

Subsystem ID 16 bits ユーザ

Subsystem vendor ID 16 bits PCI-SIG

コンフィギュレーション・パラメータ サイズ 設定する側

　表1　システム・パラメータ
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　表２　デバイスの使用効率
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